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コミュニケーションについて、縦断的に検討することが目的であった。同じ専攻に所属する大学 1年生 64名(男性 21名、
女性 43名)を対象に、5月、7月、10月、12月の計 4回質問紙調査を実施した。分析の結果、4時点において、友人・
知人数、FTF および SNS コミュニケーション頻度は変化がなく、FTF および SNS コミュニケーション・ネットワークは４
時点のいずれにおいても類似していた。5 月から 7 月と、5 月から 12 月の SNS コミュニケーション・ネットワークの変化
は FTF よりも大きかった。5月からの FTF コミュニケーション頻度の増加が 7月における友人関係満足感を予測し、10








(Oswald & Clark, 2003)。このような移行期の中で、入
学後に新たに知り合った人と友人関係を築いていくこと
は、大学生活を適応的に送るうえで重要であると指摘さ







る (Mattanah, Ayer, Brand, Brooks, Quimby, & 
McNary, 2010)。 
大学 1 年生を対象にした友人関係に関する研究では、
「関係の初期分化現象」にみられるように(Berg & Clark, 
1986)、比較的早い段階で親密な関係が形成され、その
関係が安定し、継続することが指摘されている。山中














グ・サービス(Social Networking Service: 以降、SNS
と略す)を利用したコミュニケーションが多くみられるよう































関係における FTF コミュニケーション頻度と SNS コミュ
ニケーション頻度を縦断的に調査し、これらのコミュニケ
ーション・ネットワークの関係性を明らかにする。友人関








(Hartup, 1996; Newcomb & Bagwell, 1995)やキャン
パスでの相互作用が多いこと(Hays & Oxley, 1986)が
友人関係適応に影響がみられている。CMC に関しても、
大学におけるフェイスブックを通した友人の数が大学適
















































































Table 2の通りであった。また、その人物との FTF コミュ
ニケーション頻度とSNSコミュニケーション頻度を得点化
し(FTF：ほぼ毎日を4点、週数回を3点、月数回を2点、
月 1回以下を 1点、SNS：ほぼ毎日(頻繁)を 5点、ほぼ
毎日(多い)を4点、ほぼ毎日(少ない)3点、週数回を2点、
週 1 回以下を 1 点)、平均値と標準偏差を求めた
(Table2)。 

















１因子で抽出を行った。信頼性係数= .69 ~ .88と十分
であった(Table 4)。そこで、6 項目の平均値を友人満足
感得点とした。それぞれの月の平均値と標準偏差は、5
月で 3.82(SD = .72)、７月で 3.86(SD = .58)、10月で
















の結果、全ての時期において r =.20 ~ .66(p <.01)の有
意な正の相関が得られた(Figure 5)。したがって、仮説2








関係数(r =.20)との間で有意傾向差がみられた(p <.10)。 
T F L m P T F L m P T F L m P T F L m P
48 17 58 7 8 49 22 59 8 8 56 22 63 7 6 56 21 63 7 7
T: Twitter　F: Facebook　L: LINE　m: mixi　P: プロフィールサイト
5月 7月 10月 12月
 
Table 1 SNSアカウントの登録状況 
Table 2 同じ専攻で重要と考える友人・知人の人数およびFTF、SNSコミュニケ－ション頻度の変化 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　 5月 7月 10月 12月 F 値
同じ専攻で重要と考える友人・知人の人数 7.95(3.80） 7.89(3.64） 7.92(3.40） 7.39(3.61) 1.07
FTFコミュニケーション頻度 3.65(  .75） 3.77(  .55） 3.83(  .40） 3.74(  .43) 1.46
SNSコミュニケーション頻度 2.16(  .88） 1.98(1.08） 2.16(  .94） 2.02(  .84) 1.07












結果、7 月と 12 月を目的変数においたモデルが有意で
あった(Figure 6)。 
7 月においては、FTF コミュニケーション頻度の増加
が正の影響を及ぼしていた( =.31, p <.05)。12月にお
いては、専攻内の重要な友人・知人の増加( =.31, p 
<.05)および FTF コミュニケーション頻度の増加が正の
影響を及ぼしていた( =.25, p <.05)。したがって、仮説4





















































































































































































































































































































































































































































































































Figure 4  12月のFTFコミュニケーション・ネットワーク（左）と SNSコミュニケーション・ネットワーク（右） 
 Table 3 各ネットワークの統計量 
FTF SNS FTF SNS FTF SNS FTF SNS
密度(density) .09 .03 .11 .03 .10 .03 .09 .03
推移性(transitivity) .49 .46 .48 .75 .48 .48 .52 .56
相互性(reciprocity) .41 .19 .41 .20 .43 .16 .44 .23
注)密度：ネットワークにおいて張ることのできる全ての辺に対する実際の辺の数の比率。
5月 7月 10月 12月
　　推移性：ノード(学生)iからノードjへの有向辺があり，かつノードjからノードkへの有向辺がある場合の




















Table 4 各調査時期における友人満足感尺度の因子負荷量および信頼性係数 
5月 7月 10月 12月
周囲の人達に受け入れられていると感じる .89 .56 .69 .62
私は友達ととても気持ちが通じ合っている .86 .82 .85 .86
自分を本当に理解してくれる人がいる .78 .71 .37 .65
自分を支持してくれる人がいる .67 .64 .38 .63
誰からも好かれていると感じる .63 .54 .62 .42
心から親友と呼べる人がいる .62 .72 .33 .57
負荷量平方和(%) 56.27 44.74 32.66 40.78






















注) * p < .05






















注) 掲載数値はすべて p < .01
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Face-to-face (FTF) communication and social networking services (SNS) 
communication among freshmen in college 
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The aim of this longitudinal study was to explore face-to-face (FTF) communication and social net-
working services (SNS) communication among freshmen in college. Participants were 64 undergraduate 
students who answered a self-report questionnaire four times during their freshman year: one month after 
beginning college (May), July, October, and December. The results showed that, across the four points, 
there were no differences in the students’ reported number of friends and frequency of FTF and SNS 
communication. The conditional uniform graph test showed a significant positive correlation between the 
four measures of FTF communication networks, as well as between SNS communication networks. How-
ever, SNS communication networks were less correlated between May and July, and between May and 
December, when compared with correlations of FTF communication networks during those same periods. 
The increasing frequency of FTF communication use predicted satisfaction with friends in July and De-
cember. The increasing number of friends predicted satisfaction with friends in December. 
 
Keywords: freshmen, undergraduate students, face to face, social networking services, satisfaction with 
interpersonal relationships. 
